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キ
ン
グ
オ
ブ

チ
キ
ン
感
謝
祭

10
月
29
日
(
木
)
▼
11
月
15
日
(
日
)

手
県
の
鶏
肉
生
産
量
は
九
州

の
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
に
続

【特集】オブチキ感謝祭

チ
キ
ン
生
産
量

県
内
ナ
ン
バ
ー
１

月
29
日
は「
ト
リ
ニ
ク（
鶏
肉
）

の
日
」。
村
の
基
幹
産
業
と
も

岩く
全
国
第
３
位
。
そ
の
中
で
、
本
村

は
岩
手
県
ナ
ン
バ
ー
１
の
鶏
肉
王
国
。

ま
さ
に
キ
ン
グ
オ
ブ
チ
キ
ン
を
自
任

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

九
戸
の
豊
か
な
自
然
と
清
流
で
育

ま
れ
た
チ
キ
ン
は
、
ヘ
ル
シ
ー
で
栄

養
満
点
。
本
村
は
キ
ン
グ
オ
ブ
チ
キ

ン
の
聖
地
・
プ
ラ
イ
ド
ラ
ン
ド
で
す
。

心
を
込
め
て

感
謝
祭
を
開
催

い
う
べ
き
チ
キ
ン
の
生
産
者
・
関
係

者
に
感
謝
を
込
め
て
、「
チ
キ
ン
労
感

謝
の
日
」
と
し
て
、
11
月
15
日
（
日
）

ま
で
の
18
日
間
に
お
い
て
、
キ
ン
グ

オ
ブ
チ
キ
ン
（
オ
ブ
チ
キ
）
感
謝
祭

を
開
催
し
ま
す
。

　

感
謝
祭
は
、
ヘ
ル
シ
ー
で
栄
養
満

点
の
鶏
肉
の
さ
ら
な
る
消
費
拡
大
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
り
消
費
が
低
迷
す
る
村
内
事
業

者
へ
の
応
援
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
チ
キ
ン
を
テ
ー
マ
に
村
内
事

業
者
へ
の
集
客
を
促
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

九
戸
の
チ
キ
ン
を
買
っ
て
、
生
産

者
や
関
係
者
を
応
援
。
チ
キ
ン
と
九

戸
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

10

回
の
「
オ
ブ
チ
キ
感
謝
祭
」

の
実
施
に
あ
た
り
、
岩
手
県

多
く
の
企
業
・

団
体
か
ら
支
援

今チ
キ
ン
協
同
組
合
を
は
じ
め
、
村
内

に
農
場
・
工
場
の
あ
る
関
連
企
業
か

ら
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
チ
キ
ン
」
つ
な
が
り
で
日
清
食
品
株

式
会
社
か
ら
も
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

▼

オ
ブ
チ
キ
感
謝
祭
ポ
ス
タ
ー
（
伊
高
生
が
モ
デ
ル
に
な
り
ま
し
た
）　

  

協
賛
店
舗
や
村
内
外
に
掲
出
し
て
い
ま
す
！

協賛企業

2



ブ
チ
キ
感
謝
祭
の
期
間
中
、

道
の
駅
お
り
つ
め
「
オ
ド
デ

チ
キ
ン
商
品
が

大
集
結
し
ま
す

オ館
」
と
ま
ち
の
駅
「
ま
さ
ざ
ね
館
」

に
オ
ブ
チ
キ
特
設
ブ
ー
ス
を
開
設
し

ま
す
。

　

協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
の
チ
キ
ン

関
連
商
品
や
日
清
食
品
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
、村
商
工
会
青
年
部
特
製
グ
ッ

ズ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
お
見
逃
し
な
く
！

　

ま
た
、
ご
来
場
の
皆
さ
ん
に
先
着

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

『岩手県チキン協同組合』提供

内
の
81
店
舗
・
事
業
所
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
内
81
店
舗
で

レ
シ
ー
ト
ラ
リ
ー

村
　

オ
ブ
チ
キ
感
謝
祭
の
期
間
中
、
参

加
店
舗
や
事
業
所
で
の
お
買
い
上
げ

レ
シ
ー
ト
（
ま
た
は
領
収
書
）
の
合

計
金
額
が
５
０
０
０
円
以
上
の
人
に

も
れ
な
く
、
特
製

オ
ブ
チ
キ
マ
フ

ラ
ー
タ
オ
ル
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
（
複
数
の
事
業

所
に
ま
た
が
っ
て

も
構
い
ま
せ
ん
）。

さ
ら
に
協
賛
企
業

か
ら
提
供
い
た
だ

い
た
詰
め
合
わ
せ

商
品
が
抽
選
で
当

た
り
ま
す
。

　

お
買
い
上
げ
レ

シ
ー
ト
は
、
チ
ラ

シ
の
申
込
書
に

貼
っ
て
道
の
駅
お

り
つ
め
「
オ
ド
デ
館
」
と
ま
ち
の
駅

「
ま
さ
ざ
ね
館
」
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

必ず当たるオブチキマフラータオル

【
飲
食
店
】
ス
ー
パ
ー
お
と
も
、
福

助
寿
司
、
ア
ム
ー
ル
小
笠
原
、
一
休

寿
し
、
居
酒
屋
四
郎
、
お
食
事
処
な

か
つ
る
、
カ
フ
ェ
こ
ち
ゃ
や
、
陣
羽

織
、
小
笠
原
菓
子
舗
、
お
り
つ
め
工

房
、
で
ん
で
ん
亭
、
オ
ド
デ
館
レ
ス

ト
ラ
ン
、
高
松
魚
店
、
古
舘
鮮
魚
店

参加店舗一覧
【
戸
田
】
下
村
商
店
、
谷
地
モ
ー
タ
ー
ス
、
大

上
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
給
油
ハ
ウ
ス
、
高
倉
商
店
、
高

倉
工
芸
、
理
容
ふ
じ
え
、
皆
川
商
店
、
日
向
理

容
室【
伊
保
内
】エ
ム
コ
ン
ズ
、さ
い
と
う
製
麺
、

岩
手
県
北
自
動
車
、美
容
み
は
る
、三
春
建
装
、

小
野
寺
ス
タ
ン
ド
、
小
笠
原
塗
装
、
岩
手
日
報

九
戸
セ
ン
タ
ー
、
南
部
電
化
セ
ン
タ
ー
、
坂
下

商
店
、尾
友
商
店
、上
徳
商
店
、上
徳
ス
タ
ン
ド
、

中
村
一
郎
商
店
、
中
一
ス
タ
ン
ド
、M

iiii hair 
room

、
中
野
葬
具
仏
具
店
、
本
田
旅
館
、
山

本
畳
敷
物
店
、
ス
ナ
ッ
ク
京
、
く
の
へ
療
術

セ
ン
タ
ー
、
ま
さ
ざ
ね
館
、
か
し
わ
や
薬
局
、

わ
か
ば
美
容
室
、
さ
さ
き
書
店
、
増
屋
、
サ

ラ
ダ
館
フ
ジ
タ
テ
、
福
田
菓
子
店
、
カ
ー
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
保
大
木
、宮
川
、井
上
電
気
、山
下
商
店
、

渡
商
店
、
北
成
建
設
、
竹
村
商
事
、
中
野
鉄

工
所
、中
村
吉
郎
精
肉
店
、さ
い
と
う
鍼
灸
院
、

大
谷
せ
ん
べ
い
店
、
マ
ル
イ
造
形
家
具
工
業
、

九
戸
清
掃
セ
ン
タ
ー
、九
戸
自
動
車
整
備
工
場
、

下
斗
米
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所
、
阿
部
農

機
九
戸
支
店
、
た
か
お
か
農
園
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
メ

イ
ク
柴
田
、
サ
ン
キ
ュ
ー
整
骨
院
、
九
戸
オ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
、
栗
谷
川
建
工
、
千
葉
建
築
【
江

刺
家
】
九
戸
精
密
、
く
ら
っ
こ
酒
店
、
横
浜

石
油
、
美
容
室
パ
プ
リ
カ
、
堀
閤
電
氣
、
松
本
、

の
ぞ
み
観
光
、
オ
ド
デ
館
、
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ

プ
真
下
、
い
わ
て
県
北
ク
リ
ー
ン

3 広報くのへ●2020年（令和2年）11月

【特集】オブチキ感謝祭

『日清食品株式会社』提供



陣羽織
★ユーリンチー定食□
　 住□□ □ □ □九戸村大字伊保内 16-91□
　 ☎□□ □  □□ 42-4003

4

【特集】オブチキ感謝祭

オドデ館レストラン
★唐揚げ定食□
　 住□□ □ □ □九戸村大字山屋２-81- １□
　 ☎□□ □  □□ 42-4887

おりつめ工房
★【新商品】九戸みそチッキー□
　 住□□ □ □ □九戸村大字山屋２-81- １□
　 ☎□□ □  □□ 42-4884

でんでん亭
★焼き鳥
　 住□□ □ □ □九戸村大字山屋２-28- １□
　 ☎□□ □  □□ 42-4410

居酒屋四郎
★とり皮ポン酢□
　 住□□ □ □ □九戸村大字伊保内 11-37- ５□
　 ☎□□ □  □□ 42-3338

◆一部写真は、まさざね九戸ＦＭ様よりご提供いただきました。ありがとうございました。



5 広報くのへ◦2020年（令和2年）11月

【特集】オブチキ感謝祭

チ キ ン フ ー ド を 堪 能 し よ う！チ キ ン フ ー ド を 堪 能 し よ う！

村 内 の 料 理 提 供 店村 内 の 料 理 提 供 店
　オブチキ感謝祭の開催に合わせて、10 月 29 日（木）～ 11 月 15 日（日）の期間中、
村内 13 の店舗でチキン料理を提供します。オリジナル商品を開発したお店などもあ
り、趣向を凝らしたチキンフードを堪能することができます。
　また、開発中の店舗については、決まり次第、村ホームページに随時掲載します。

カフェこちゃや
★オブチキサンドセット□
　 住□□ □ □ □九戸村大字伊保内７-79- ６□
　 ☎□□ □ □ □43-4728

福助寿司
★オブチキラーメン□
　 住□□ □ □ □九戸村大字伊保内３-39□
　 ☎□□ □  □□ 42-2552

小笠原菓子舗
★【新商品】九戸とりみそパンケーキ・
　　　　　　九戸とりみそサブレ□
　 住□□ □ □ □九戸村大字江刺家６-88□
　 ☎□□ □  □□ 42-2522

一休寿し
★ピカタ（イタリア料理）□
　 住□□ □ □ □九戸村大字伊保内７-６- ２□
　 ☎□□ □  □□ 42-2513



6

ブ
チ
キ
感
謝
祭
期
間
中
、
岩

手
県
北
バ
ス
が
「
オ
ブ
チ
キ

バ
ス
で
も
ら
お
う

特
別
記
念
切
符

オバ
ス
」
と
な
っ
て
九
戸
村
を
走
行
し
ま

す
。

　

期
間
中
に
村
内
で
下
車
し
た
人
に

は
、「
オ
ブ
チ
キ
村
行
き
特
別
記
念
切

符
」
を
運
転
手
さ
ん
が
進
呈
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
の
駅
お
り
つ
め
「
オ
ド
デ

館
」
で
記
念

切
符
を
提
示

い
た
だ
い
た

先
着
１
０
０

人
に
、
村
の

新
鮮
野
菜
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

特別記念切符（見本） 期間中オブチキバスが走行します

殊
サ
ギ
」
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。「
善
良
な
村
民
を
だ
ま
す

特
殊
サ・

・ギ
防
止

ポ
ス
ト
カ
ー
ド

「
特

悪
い
奴
ら
は
、
チ
キ
ン
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
彼
ら
は
サ
ギ
で
す
。」

　

村
内
の
金
融
機
関
（
岩
手
銀
行
伊

保
内
支
店
、
盛
岡
信
用
金
庫
九
戸
支

店
、
新
岩
手
農
協
九
戸
支
所
、
伊
保

内
郵
便
局
・
戸
田
郵
便
局
・
江
刺
家

郵
便
局
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
サ
ギ
」

を
防
止
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お
知
り
合
い

の
方
に
、「
チ
キ
ン
と
確
認
！
詐
欺
防

止
」
の
ハ
ガ
キ
を
出
し
ま
し
ょ
う
。 配布されるポストカード

ブ
チ
キ
感
謝
祭
公
式
ソ
ン
グ

が
で
き
ま
し
た
！

オ
ブ
チ
キ
ダ
ン
ス

好
評
配
信
中

オ
　

み
ん
な
が
踊
り
や
す
い
よ
う
に
村

の
保
育
士
が
振
り
付
け
を
考
案
し
て

く
れ
ま
し
た
。
動
画
は
村
公
式
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
中
で
す
。

　

子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、

簡
単
に
踊
れ
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も

レ
ッ
ツ
オ
ブ
チ
キ
ダ
ン
ス
！

1とりの間はネギマネギマ　とりを刺すのは串刺し串刺し
とりを揚げればカラアゲカラアゲ　チキン大好きさ
今日も朝からチキンカレー　お昼のランチは鳥そばさ
夜のご飯は親子丼　チキン大好きさ
※チキンチキンチキンチキン　チキンチキンチキンチキン
　チキンチキンチキンチキン　オブチキ九戸だぜ
2昨日も朝からサラダチキン　昼はチキンでオムライス
夜は水炊きチキン鍋　チキン大好きさ
父さんがっつりチキンチキン　母さんにこにこチキンチキン
姉さん美容にチキンチキン　チキン大好きさ
（※繰り返し）
3寝ても覚めてもチキンチキン　朝からチキンで昼チキン
夜はやっぱりチキンチキン　ヘルシー元気だぜ
ポークもいいけどチキンチキン　ビーフもいいけどチキンチキン
魚もいいけどチキンチキン　チキン大好きさ
（※2回繰り返し）

オブチキダンス（歌詞）

歌の視聴はコチラ ダンスの視聴はコチラ

▼

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
一
場
面

【特集】オブチキ感謝祭



7 広報くのへ●2020年（令和2年）11月

Topics ❶

感
謝
祭
の
詳
細

伊
高
生
が
発
信

　
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
10
月
19
日
、
伊
保

内
高
校
生
の
「
九
戸
宣
隊
★
魅
せ
る
ん

ジ
ャ
ー
」
９
人
が
、
オ
ブ
チ
キ
感
謝
祭

の
発
表
記
者
会
見
を
開
催
し
、
マ
ス
コ

ミ
関
係
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

９
人
が
事
業
の
目
的
や
詳
細
を
発

表
し
、
10
月
29
日
は
九
戸
村
が
「
オ
ブ

チ
キ
村
」
と
な
り
、「
チ
キ
ン
労
感
謝

の
日
」と
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

オ
ブ
チ
キ
ニ
ュ
ー
ス

特
別
号

記者会見に臨む魅せるんジャー隊員

【特集】オブチキ感謝祭

Topics ❷

キ
ャ
ラ
バ
ン
で

村
外
に
も
Ｐ
Ｒ

　
「
九
戸
宣
隊
★
魅
せ
る
ん
ジ
ャ
ー
」

の
福
田
巧た
く
さ
ん
（
伊
保
内
高
３
年
）
と

山
下
真ま

お央
さ
ん
（
同
）
は
、
10
月
20
日

に
盛
岡
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　

２
人
は
岩
手
県
庁
や
岩
手
日
報
本

社
な
ど
を
訪
問
。
村
外
に
オ
ブ
チ
キ
感

謝
祭
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

Topics ❸

『
９
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
』

動
画
を
配
信
中

　
村
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
『
９
Ｔ
Ｕ
Ｂ

Ｅ
』
は
、
オ
ブ
チ
キ
ニ
ュ
ー
ス
や
ザ
・

ト
リ
フ
タ
ー
ズ
の
楽
曲
な
ど
、
感
謝
祭

を
盛
り
上
げ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
ま
だ
視
聴
し
て
い
な
い
人

は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

いろいろな情報を知ることができます

九戸村　９ＴＵＢＥ 検索

視聴方法

①YouTubeや検索エンジンで検索

②ＱＲコードをスマー
トフォンで読み取る
※９ＴＵＢＥのトップ
ページに飛びます

県庁では保和衛副知事（右３）と佐藤博教育長（左３）にＰＲ

【写真左】岩手日報本社の東根千万億社長（中央）にＰＲ
【写真右】岩手めんこいテレビ本社では取材を受けました
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村
で
は
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
や
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
郷
土
芸
能
委
員
会
の
活
躍
な

ど
、
九
戸
村
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
し
て
く
れ
る
伊
保
内
高
等
学

校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
６
項
目
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

高
校
生
の
自
覚
・
学
習
方
法
・

集
団
生
活
の
心
得
を
学
び
、
生

徒
と
教
師
の
人
間
的
交
流
を
深

め
る
た
め
、
新
入
生
の
合
宿
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
伊
保
内
高
校
を

し
ま
す

応
援
応
援
応
援

　

特
別
講
習
、
大
学
・
企
業
見

学
会
、
模
擬
試
験
指
導
、
就
職

活
動
支
援
、
大
学
入
試
に
向
け

た
基
礎
力
・
応
用
学
力
養
成
の

た
め
の
教
材
費
の
助
成
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

通
学
バ
ス
の
定
期
券
・
回
数

券
購
入
の
５
割
以
内
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
完
全
給
食

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
＝
令
和

２
年
度
か
ら
給
食
費
全
額
を
村

で
補
助
＝

新
入
生
合
宿
研
修
補
助

【
支
援
額
２
万
円
】

進
路
指
導
・
学
力
向
上

【
支
援
額
３
４
２
万
円
】

通
学
・
給
食
支
援

【
支
援
額
２
５
４
万
円
】

　

創
立
18
年
目
を
迎
え
、
昨
年

度
ま
で
４
年
連
続
で
神
楽
甲
子

園
に
出
場
。（
本
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
の
た
め
中
止
）
さ

ら
に
、
全
国
高
文
祭
に
初
出
場

し
、
優
良
賞
に
耀
い
た
伊
保
内

高
校
郷
土
芸
能
委
員
会
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

郷
土
芸
能
委
員
会
補
助

【
支
援
額
20
万
円
】

　

海
外
で
の
交
流
、
学
習
、
経

験
に
よ
っ
て
国
際
理
解
を
促
し
、

将
来
、
世
界
的
視
野
に
立
っ
て

行
動
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
、

青
少
年
海
外
派
遣
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
＝
補
助
対
象
経

費
の
７
割
補
助
＝

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
本
年
度
の
派
遣
は
な
し
。

青
少
年
海
外
派
遣

部
活
動
補
助

【
支
援
額
40
万
円
】

　

生
徒
の
教
育
活
動
や
部
活
動

に
伴
う
、
バ
ス
借
り
上
げ
代
な

ど
の
補
助
や
野
球
場
・
体
育
施

設
の
無
料
開
放
を
実
施
し
、
部

活
動
の
振
興
を
図
り
活
力
あ
る

学
校
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
教
育
総
務
班（
☎

42
・
２
１
１
１
内
線
３
０
２
）

オブチキ感謝祭記者会見＝令和２年10月19日撮影＝オブチキ感謝祭記者会見＝令和２年10月19日撮影＝
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夏
井
嘉
一
郎
さ
ん
に
瑞
宝
双
光
章

伊
保
内
郵
便
局
で
は
、

10
月
８
日
に
叙
勲
伝
達
式

が
行
わ
れ
、
夏
井
嘉
一
郎

さ
ん
に
瑞
宝
双
光
章
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

夏
井
さ
ん
は
、
伊
保
内

郵
便
局
の
局
長
と
し
て
、

地
域
の
た
め
に
貢
献
。
地

域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
き
ま
し
た
。

　

受
章
し
た
夏
井
さ
ん
は

「
局
長
と
し
て
地
域
の
代
表

と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て

き
た
。
地
域
の
人
と
一
緒

夏井  嘉一郎 さん（88）
＝伊保内上＝

一日警察署長に岩部心音ちゃんが任命

九戸の安全は「私に任せて」

　
二
戸
警
察
署
は
10
月
７
日
、

一
日
警
察
署
長
に
伊
保
内
保

育
園
の
岩
部
心こ
こ
ね音
ち
ゃ
ん

（
６
）
を
任
命
。
南
部
一
成
署

長
か
ら
任
命
書
と
手
作
り
の

警
察
手
帳
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

任
命
書
交
付
式
で
南
部
署

長
は
「
交
通
安
全
や
鍵
掛
け
、

詐
欺
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
と

呼
び
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
話
す
と
、
心
音
ち
ゃ
ん
は

「
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
私

に
任
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
に

こ
や
か
に
答
え
ま
し
た
。

村
か
ら
似
顔
絵
を
贈
呈

　

交
付
式
後
は
パ
ト
カ
ー
と
一
緒
に
、

同
署
か
ら
江
刺
家
地
区
を
経
由
し
て
伊

保
内
地
区
ま
で
パ
ト
ロ
ー
ル
。
伊
保
内

商
店
街
で
は
、
お
休
み
処
ん
だ
な
す
や

金
融
機
関
な
ど
で
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
り
、
犯
罪
被
害
や
交
通
事
故

の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

村
役
場
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

職
務
を
ま
っ
と
う
し
た
心
音
ち
ゃ
ん

は
「
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た

い
」
と
安
堵
の
表
情
で
話
し
ま
し
た
。

①南部署長と記念撮影
②注意喚起のチラシを配布
③テレビの取材も受けました

①

②

③

局長として地域に貢献

に
受
章
し
た
よ
う
な
気
持
ち
で
す
」
と
当
時

を
思
い
浮
か
べ
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。ま
た
、 勲章を受け取り笑顔の夏井さん㊨

今
後
の
活
動
に
つ
い

て
は
、「
二
戸
管
内
の

小
学
校
と
の
付
き
合

い
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込

み
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
森
林
や

折
爪
岳
に
関
す
る
体

験
授
業
な
ど
を
通
し

て
、
管
内
の
小
学
生

に
分
か
り
や
す
く
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
る
活
動
に
尽
力

し
て
い
ま
す
。
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９
月
30
日
か
ら
10
月
２

日
ま
で
の
３
日
間
、
村
内

の
事
業
所
で
九
戸
中
学
校

の
２
年
生
44
人
が
、
職
場

体
験
を
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
村
内
に

あ
る
事
業
所
の
中
か
ら
、

自
分
が
興
味
の
あ
る
事
業

所
を
選
ん
で
仕
事
に
取
り

組
み
、
働
く
こ
と
の
楽
し

さ
や
厳
し
さ
を
身
を
持
っ

て
学
び
ま
し
た
。
も
の
を

売
る
仕
事
や
飲
食
に
関
す

る
仕
事
、
福
祉
の
仕
事
な

ど
22
事
業
所
の
仕
事
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

本
村
で
は
、
平
成
21
年

度
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

推
進
。
社
会
人
と
し
て
必

要
な
能
力
「
総
合
生
活
力
」

と
、
主
体
的
に
人
生
計
画

を
立
て
、
決
定
で
き
る
能

力
「
人
生
設
計
力
」
を
育

む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
職
場
体

験
が
行
わ
れ
た
様
子
を
紹

介
し
ま
す
。（
10
〜
11
㌻
）

　
役
場
の
仕
事
を
志
望
し
た
の

は
、
細
川
慶
仁
さ
ん
と
小
野
寺

詩し
お
ん温
さ
ん
。
公
民
館
で
の
図
書

整
理
や
総
務
企
画
課
で
庶
務
の

仕
事
な
ど
を
体
験
。
３
日
間
で

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
体
験
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
本
誌
の
取
材
や
記
事

作
成
、
編
集
も
体
験
。
同
級
生

が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
撮
影
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
細
川
さ
ん
と
小
野
寺
さ
ん
が

編
集
し
た
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。

（
10
ペ
ー
ジ
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

入
所
者
の
介
護
や
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

職
場
体
験
を
し
た
野
辺
地
柊

真
さ
ん
と
橋
山
楓
香
さ
ん
は「
お

年
寄
り
と
の
話
の
話
題
を
考
え

る
の
は
大
変
だ
っ
た
が
、
話
し

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
お
年
寄
り
と
の
接
し
方
を

学
ん
だ
。
今
後
は
ど
ん
な
人
に

も
積
極
的
に
話
し
か
け
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

【
写
真
】
＝
小
野
寺
詩
温

【
文
】
＝
細
川
慶
仁

担
当
者
か
ら
作
業
内
容
を
聞
く

　

ふ
る
さ
と
の
館
で
は
そ
ば
の

収
穫
や
ふ
ろ
と
部
屋
の
掃
除
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

職
場
体
験
を
し
た
千
葉
星
那

さ
ん
と
中
村
凛
さ
ん
は
「
ベ
ッ

ド
メ
イ
キ
ン
グ
は
体
力
勝
負
で

大
変
だ
っ
た
」「
そ
ば
の
収
穫
が

楽
し
か
っ
た
。
お
客
さ
ま
の
気

持
ち
を
考
え
て
仕
事
を
す
る
と

い
う
こ
と
が
勉
強
に
な
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

【
写
真
】
＝
細
川
慶
仁

【
文
】
＝
小
野
寺
詩
温

九戸中生が村内の職場体験

キャリアスタートウィーク ９/30 ㈬ ▼ 10/2 ㈮

村
内
事
業
所
で
「
働
く

こ
と
」
に
つ
い
て
学
ぶ

ふ
る
さ
と
の
館

同
級
生
に
取
材
を
す
る
細
川
さ
ん

（
左
１
）
と
小
野
寺
さ
ん
（
左
２
）
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受
け
入
れ
先

事
　
業
　
所

▽
公
務
員
の
仕
事

村
役
場

▽
も
の
を
売
る
仕
事

道
の
駅
お
り
つ
め
「
オ
ド
デ

館
」、
ス
ー
パ
ー
お
と
も
、
サ

九戸村役場九戸村役場
職場体験記職場体験記

★
細
川
慶
仁

　

前
か
ら
役
場
の
仕
事
内

容
が
気
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
よ
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
将
来
に
活

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

★
小
野
寺
詩
温

役
場
の
こ
と
を
た
く
さ

ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を

し
っ
か
り
と
ま
と
め
、
振

り
返
り
今
後
に
活
か
し
て

い
け
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
。

ン
デ
ー
ホ
ー
ム
マ
ー
ト
九
戸
店

▽
福
祉
に
関
す
る
仕
事

村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
農
林
漁
業
の
仕
事

ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
、
村
営

戸
田
牧
野
、
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
北
部

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
九
戸
地
区

▽
も
の
づ
く
り
の
仕
事

小
笠
原
菓
子
舗
、
栗
谷
川
建

工
、
千
葉
建
築
、
九
戸
精
密
㈱
、

阿
部
悦
三
商
店
、
高
倉
工
芸

▽
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
仕
事
　

　

岩
手
県
北
自
動
車
㈱
伊
保
内

営
業
所

▽
教
育
・
保
育
の
仕
事
　

　

伊
保
内
小
学
校
、
長
興
寺
小

学
校
、
江
刺
家
小
学
校
、
ひ

め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
、
伊
保

内
保
育
園
、
戸
田
保
育
園

▽
宿
泊
関
係
の
仕
事
　

　
ふ
る
さ
と
の
館

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◆
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
に

　
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【戸田保育園】【戸田保育園】

【千葉建築】【千葉建築】

【阿部悦三商店】【阿部悦三商店】

【長興寺小学校】【長興寺小学校】

【オドデ館】【オドデ館】
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

【
各
種
相
談
窓
口
】

◆
児
童
家
庭
相
談
窓
口
…
村
住

民
生
活
課
地
域
福
祉
班
・
村
保

健
セ
ン
タ
ー
・
村
教
育
委
員
会

（
☎
42
・
２
１
１
１
）

◆
高
齢
者
虐
待
相
談
窓
口
…
役

場
住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

42
・
２
１
１
１
）

◆
振
興
局
相
談
窓
口
…
県
北
広

域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
二

戸
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー（
☎

23
・
９
２
０
２
内
線
２
２
８
）

◆
児
童
相
談
所
…
県
福
祉
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
（
児
童
相
談
所

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９
）

　
児
童
虐
待
相
談
は
年
々
増
加
し
、
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ

る
重
大
な
事
件
も
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
児
童
虐
待
問

題
は
、
親
や
家
族
だ
け
の
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
と
家
族
を
見
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
虐
待
っ
て
何
？

　

児
童
虐
待
の
形
は
主
に
①
身

体
的
虐
待
（
殴
る
、
蹴
る
、
叩

く
な
ど
）
②
性
的
虐
待
（
性
的

行
為
を
行
う
・
見
せ
る
な
ど
）

③
ネ
グ
レ
ク
ト
（
食
事
を
与
え

な
い
、
不
潔
な
ま
ま
に
す
る
、

乳
幼
児
を
放
置
し
て
外
出
す
る

な
ど
）
④
心
理
的
虐
待
（
言
葉

で
脅
か
す
、
無
視
す
る
、
兄
弟

差
別
、
面
前
で
暴
力
を
振
る
う

な
ど
）
―
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

■
児
童
虐
待
相
談
の
現
状

　

児
童
相
談
所
へ
の
虐
待
相
談

は
毎
年
増
加
の
一
途
で
、
岩
手

県
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年
度

の
１
２
３
６
件
か
ら
令
和
元
年

度
に
は
１
４
９
１
件
（
速
報
値
）

≲
令
和
２
年
度
児
童
虐
待
防
止
月
間
ポ
ス
タ
ー
≳

と
約
20
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
し
つ
け
と
虐
待

　

子
育
て
に
お
い
て
、
し
つ
け

と
称
し
て
叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た

り
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
成

長
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
次
の
ポ
イ
ン
ト

を
意
識
し
な
が
ら
、
子
ど
も
と

向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

①
子
育
て
に
体
罰
や
暴
言
を
使

わ
な
い

②
子
ど
も
が
親
に
恐
怖
を
持
つ

と
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
伝
え
ら
れ
な
い

③
爆
発
寸
前
の
イ
ラ
イ
ラ
を

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

④
親
自
身
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す

⑤
子
ど
も
の
気
持
ち
と
行
動
を

分
け
て
考
え
、
育
ち
を
応
援

■
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
に
注
意

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解

決
す
べ
き
問
題
で
す
。
あ
な
た

の
電
話
１
本
で
救
わ
れ
る
子
ど

も
が
い
ま
す
。
次
の
サ
イ
ン
に

気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に
相
談
の
電

話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
子
ど
も
に
つ
い
て
】

①
日
々
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声

や
、
保
護
者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る

②
不
自
然
な
傷
や
打
撲
跡
が
あ
る

③
衣
類
や
体
が
い
つ
も
汚
れ
て

い
る

④
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
で
あ
る

⑤
表
情
が
乏
し
く
活
気
が
な
い

⑥
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
家
の
外

に
い
る

【
保
護
者
に
つ
い
て
】

①
地
域
と
の
交
流
が
少
な
く
孤

立
し
て
い
る

②
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い

た
ま
ま
外
出
し
て
い
る

③
子
育
て
に
否
定
的
・
無
関
心

で
あ
る

④
子
育
て
に
強
い
悩
み
を
抱
え

て
い
る

⑤
子
ど
も
の
怪
我
に
つ
い
て
不

自
然
な
説
明
を
す
る

■
里
親
募
集
し
て
い
ま
す

　

岩
手
県
で
は
、
自
分
の
家
庭

で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な
子

ど
も
が
約
４
０
０
人
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
、
温
か

い
愛
情
と
家
庭
的
な
雰
囲
気
の

中
で
養
育
す
る
人
が
里
親
で
す
。

　

子
ど
も
の
明
る
い
未
来
の
た

め
に
、
里
親
と
し
て
子
ど
も
の

養
育
に
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
相
談
窓
口　
県
福
祉
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
児
童
女
性
部
（
☎

０
１
９・６
２
９・９
６
０
８
）
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News & Information

　

村
で
は
、
財
政
基
盤
で
あ
る

税
の
公
平
性
確
保
の
た
め
、
収

納
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

の
公
売
を
二
戸
地
区
合
同
で
行

い
ま
す
。≲

公
売
日
程
≳

①
開
催
日

12
月
４
日
（
金
）

②
会
場

　
二
戸
市
役
所
１
階
会
議
室

③
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

⃝

受
付

　
午
後
２
時
～
午
後
２
時
25
分

⃝

入
札

午
後
２
時
30
分
～
午
後
２
時

40
分

⃝

開
札

午
後
２
時
41
分
～

■
当
日
必
要
な
物

⃝

公
売
保
証
金
（
現
金
）

⃝
身
分
を
証
明
す
る
書
類
（
運

転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

⃝

印
鑑
（
個
人
の
入
札
は
認
印
、

法
人
の
入
札
は
代
表
者
印
）

⃝

代
理
人
入
札
の
場
合
は
、
委

任
状
と
代
理
人
の
認
印

⃝

農
地
買
受
適
格
者
証
明
書

※
農
地
の
入
札
者
は
、
事
前
に

農
業
委
員
会
で
取
得
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
11
月
10

日
（
火
）
ま
で
に
申
請
が
必
要

で
す
。

■
公
売
財
産

①
荒
谷
14
︲
17
︲
２

⃝

田
、
１
０
８
５
㎡

⃝

見
積
価
額
２
２
１
０
０
０
円

⃝

公
売
保
証
金
不
要

②
伊
保
内
12
︲
90
︲
２

⃝

田
、
１
０
１
１
㎡

⃝

見
積
価
額
１
７
６
０
０
０
円

⃝

公
売
保
証
金
不
要

※
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
（
☎

42
・
２
１
１
１
内
線
２
３
３
）

二
戸
地
区
合
同

二
戸
地
区
合
同

公
売
会
を
開
催

公
売
会
を
開
催

　

納
税
は
憲
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
国
民
の
義
務
で
す
。

　

村
で
は
、
納
め
て
い
た
だ
い

た
貴
重
な
税
金
を
財
源
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
村
税

の
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
状
が

発
送
さ
れ
、
督
促
手
数
料
を
加
算

し
た
納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人

と
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
割
合
に
基
づ
い
た

延
滞
金
も
加
算
さ
れ
る
事
に
な
り

ま
す
。

督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
10
日

を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し
な

け
れ
ば
、
滞
納
処
分
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
滞
納
処
分
と
は
、
納
税
者
が
自

主
的
に
納
付
し
な
い
場
合
に
、
納

税
者
の
財
産
か
ら
強
制
的
に
徴
収

す
る
た
め
の
法
的
手
続
き
で
す
。

給
与
や
不
動
産
な
ど
の
財
産
の
調

　

失
業
や
家
族
の
病
気
な
ど
、

特
別
な
事
情
に
よ
り
納
期
限
ま

で
に
税
金
を
納
め
る
事
が
難
し

い
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
放
置

せ
ず
に
早
め
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
減
免
や
納
税
の
猶
予
な

ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

納
税
は
忘
れ
ず

納
期
限
内
に
！

納
期
限
超
過
は

損
を
し
ま
す
！

督
促
し
て
も

未
納
だ
と
︙

査
お
よ
び
差
し
押
さ
え
を
行
い
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
家
宅
捜
索
に

よ
り
強
制
的
に
財
産
を
差
し
押
さ

え
て
公
売
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
は
、
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
で
も
、
納
期
限
内
に

納
税
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
納

め
る
事
が
で
き
る
経
済
状
況
に
も

関
わ
ら
ず
納
め
な
い
人
や
、
滞
納

額
が
累
積
し
高
額
と
な
っ
て
い
る

滞
納
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
村
で
は
、
こ
の
よ
う
な
納
税
者

に
対
し
、
滞
納
処
分
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

村
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

村
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

納
付
困
難
時
は

早
め
の
相
談
を

第12回
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歳
入 村

の
家
計
簿

公
表
し
ま
す

　
令
和
元
年
度
の
村
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
の
村
議
会
定
例
会
で
審

査・認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、１
年
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
入
り
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
負

担
し
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
村
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
の

か
。
村
の
「
家
計
簿
」
と
も
い
え
る
決
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
（
村
に
入
っ
た
お
金
）
の

総
額
は
44
億
９
５
２
０
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
３
億
８
１
２
４
万

円
（
９・３
％
）
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
項
目
別
で
は
、
地
方
交
付
税

が
20
億
３
２
２
１
万
円
。
前
年
度

よ
り
２・５
％
増
と
な
り
歳
入
全
体

の
45
・
２
％
を
占
め
、
自
主
財
源

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

次
に
多
い
の
が
村
税
の

４
億
６
７
１
６
万
円
と
な
り

１
９
８
６
万
円
（
４・
１
％
）

の
減
。
３
番
目
が
村
債
の

５
億
２
１
７
２
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
１
億
７
３
７
６
万

円（
49・９
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
税
や
諸
収
入
な
ど
村
が
独

自
に
確
保
し
た
自
主
財
源
は

10
億
５
３
５
６
万
円
で
、
歳
入
全

体
の
23
・
５
％
、
前
年
度
よ
り
２
・

９
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
や
補
助

金
、
村
債
な
ど
依
存
財
源
は

34
億
４
１
６
４
万
円
で
歳
入
全

体
の
76
・
５
％
と
な
り
、
村
民

一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約

60
万
７
２
０
５
円
で
、
昨
年
よ
り

８
万
２
３
５
３
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

※
令
和
２
年
３
月
末
日
現
在
の
住

民
基
本
台
帳
人
口
５
６
６
８
人
で

計
算
し
て
い
ま
す
。

交
付
税
が
45
％
占
め
る

歳入  44億9,520万円

◎一般会計歳出決算額の推移
（　　）内は対前年度比

地
方
交
付
税
▽
全
国
の
市
町
村
の

サ
ー
ビ
ス
が
一
定
水
準
に
な
る
よ

う
に
︑
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら

配
分
さ
れ
る
お
金

国
庫
・
県
支
出
金
▽
事
業
に
対
す

る
補
助
金
な
ど
の
よ
う
に
︑
使
い

道
を
特
定
し
て
国
や
県
か
ら
支
出

さ
れ
る
お
金

村
債
▽
村
が
計
画
的
に
国
な
ど
か

ら
借
り
る
お
金

繰
入
金
▽
積
立
金
か
ら
取
り
崩
し

た
お
金

諸
収
入
▽
預
金
利
子
や
雑
収
入
な
ど

公
債
費
▽
村
債
の
元
金
・
利
子
の

返
済
に
充
て
る
お
金

目
的
別
経
費
▽
歳
出
を
そ
の
行
政

目
的
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
︒

総
務
費
︑
民
生
費
︑
農
林
水
産
業

費
な
ど

性
質
別
経
費
▽
歳
出
を
経
済
的
性

質
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
︒
人

件
費
︑
物
件
費
︑
扶
助
費
な
ど

一
般
会
計
決
算
の
内
訳

29

H26

27

28

0 10 20 30 40 50 億円

年度

30 37億3,307万円(△16.2％)

44億5,042万円(8.2％)

41億1,333万円(△1.1％)

41億6,065万円(2.9％)

40億4,391万円(6.0％)

R 1 41億939万円(10.2％)

決
算
の
用
語

自主財源　23.5％

依存財源　76.5％

地方交付税
20 億 3,221 万円

（45.2％）

村税
4 億 6716 万円

（10.4％）

村債
5 億 2,172 万円

（11.6％）

県支出金
2 億 8,472 万円

（6.3％）

国庫支出金
4 億 3,315 万円

（9.6％）

繰越金
3 億 8,359 万円（8.5％）

諸収入
1 億 128 万円（2.3％）

使用料及び手数料
6,818 万円（1.5％）

財産収入
1,644 万円（0.4％）
分担金及び負担金
844 万円（0.2％）

寄附金
551 万円（0.1％）

繰入金
296 万円（0.1％）

地方消費税交付金
9,429 万円（2.1％）

地方譲与税
5,363 万円（1.1％）

地方特例交付金
1,539 万円（0.4％）
自動車取得税交付金

434 万円（0.1％）
環境性能割交付金
106 万円（0.0％）

配当割交付金
65 万円（0.0％）

株式等譲与所得割交付金
29 万円（0.0％）

利子割交付金
19 万円（0.0％）

その他
1 億 6,984 万円（3.8％）

その他
5 億 8,640 万円（13.1％）

　　　    令和元年度　決算報告    令和元年度　決算報告
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歳
出

義務的経費　
33.2％

投資的経費　
23.
3％

そ
の
他
の
経
費
　
43.5％

③

⑦

前
年
度
比
10
％
増

　

歳
出
（
村
が
使
っ
た
お
金
）
の

総
額
は
41
億
９
３
９
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
３
億
７
９
０
２
万

円
（
10
・
２
％
）
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
村
民
一
人
当
た
り
で
、

72
万
５
０
１
６
円
が
使
わ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
物
件
費
が

８
億
２
２
８
１
万
円
で
歳
出
全
体

の
20
・
０
％
を
占
め
、
前
年
度
よ

り
０・９
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
物
件
費
は
、
村
が
業
務
を

遂
行
す
る
際
に
支
出
す
る
消
費
的

経
費
で
す
が
、
賃
金
（
期
限
付
臨

時
職
員
な
ど
）、
需
用
費
、
備
品
購

特別会計の決算状況
会 計 名 歳　入 歳　出 差 引 額

国民健康保険 5億9,610万円 5億9,599万円 11万円
後期高齢者医療 6,076万円 6,060万円 16万円
農業集落排水事業 2,987万円 2,950万円 37万円
下 水 道 事 業 1億3,527万円 1億3,103万円 424万円
索 道 事 業 3,975万円 1,557万円 2,418万円
戸 田 財 産 区 811万円 811万円 0万円
伊保内財産区 3,911万円 3,642万円 269万円
江刺家財産区 611万円 447万円 164万円

合　　計 9億1,508万円 8億8,169万円 3,339万円

水道事業会計の決算状況
１　収益的収入支出（経営成績）
●収入　1億3,776万円　●支出　1億2,249万円　●純利益　1,527万円

２　資本的収入支出（施設整備費および企業債償還金）
●収入　2,518万円　　　●支出　7,324万円
※収入不足の4,806万円については、過年度分損益勘定留保資金144万
円と当年度分損益勘定留保資金4,394万円および消費税資本的収支調
整額268万円で補てんしました。

歳出   41億  939 万円

入
費
、
委
託
料
な
ど
に
使
わ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
多
い
の
が
、
庁
舎
非
常

用
発
電
機
設
置
等
工
事
や
、
道

路
改
良
工
事
な
ど
の
普
通
建
設

事
業
費
が
６
億
４
６
８
０
万
円

で
、
前
年
度
比
18
・
３
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
続
い
て
人
件
費
が

５
億
３
７
４
３
万
円
で
、
前
年
度

比
１・０
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
義
務
的
経
費（
人
件
費
、扶
助
費
、

公
債
費
）
の
割
合
は
歳
出
全
体
の

33
・
２
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
２
・

４
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

令和元年度の主な事業（一般会計）
総
務
費

定期バス路線運行維持対策事業 1,995万円

役場電話交換機更新 539万円

民
生
費

あったか生活支援事業 442万円

国民健康保険特別会計繰出金 5,540万円

自立支援介護等給付費 1億5250万円

重度心身障害者医療費助成 1,149万円

児童手当給付事業（延べ 5877 人） 6,542万円

保育施設冷房設備設置工事 1,595万円

福祉対策補助金 1,397万円

農
林
水
産
業
費

ブロイラー価格安定対策事業 582万円

多面的機能直接支払交付金 2,700万円

農業次世代人材投資事業 2,129万円

いわて地域農業マスタープラン実践支援事業 613万円

商
工
費

九戸村情報発信事業 2,687万円

産業力強化推進事業 560万円

土
木
費

除雪事業費 2,162万円

道路新設改良事業 1億4,606万円

村営住宅整備事業 4,423万円

消
防
費

常備消防費（二戸広域負担金など） 1億7104万円

非常備消防費（団員報酬、訓練費など） 2,566万円

消防自動車購入費 3,387万円

庁舎非常用発電機設置等工事 1億363万円

教
育
費

小中学校保健室エアコン設置工事 778万円

スクールバス運行事業 2,476万円

住みたくなる地域づくり活動支援事業 1304万円

学校給食施設運営費（材料費など） 8,574万円

災
害
復
旧
費

公共土木施設災害復旧費 2億3,329万円

農林水産業施設災害復旧費 7,929万円

公
債
費

長期債元金償還金 4億1,383万円

長期債利子償還金 2,158万円

人件費
5 億 3,743 万円

（13.1％）

公債費
4 億 1,384 万円

（10.1％）

扶助費
4 億 896 万円

（10.0％）
普通建設
事  業  費

6 億 4,680 万円
（15.7％）

災害復旧事業費
3 億 1,255 万円

（7.6％）

物件費
8 億 2,281 万円

（20.0％）

補助費
4 億 9,475 万円

（12.0％）

繰出金
4 億 4,328 万円

（10.8％）

維持補修費
1,426 万円（0.3％）
積立金
1,271 万円（0.3％）
投資・出資・貸付金
200 万円（0.1％）

　　　    令和元年度　決算報告
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　村ＰＲ戦略研究会は、９月18日にＨＯＺホールで開
催されました。村内の地域資源を村内外に魅力的に伝
える術を学びました。
　同会は、元東北博報堂の佐藤和也さんを講師に行わ
れました。伊保内高校生や民間事業者などが参加。商
品が売れる仕組みや消費者の関心を高める方法などが
話され、参加者は耳を傾けていました。

交通安全功労者表彰は、９月23日に二戸警察署で開
かれ、東北管区警察局長・東北交通安全協会長連名表
彰が安藤サチ子さん（78）＝伊保内下＝に授与されま
した。
　受賞した安藤さんは「長年、交通安全活動をしてき
たことが評価され、とても嬉しい。今後も交通安全に
気をつけて生活したい」と意気込みました。いかに魅力的に商品を伝えるかを解説する佐藤さん

賞状を受け取る安藤さん㊨

県幼少年婦人防火委員会長表彰を、戸田保育園長の欠端
哲代さん（65）＝戸田下＝が受賞し、表彰状が贈られました。
　賞状を手にした欠端さんは「尊い命を預かる施設におい
て、災害を未然に防止できるよう訓練を重ね、園児の意識
を高めていきたいと思う」と先を見据えました。
　戸田保育園は、幼年消防クラブとして火災予防活動に尽
力。その指導者として、欠端さんが受賞しました。 受賞を喜ぶ欠端戸田保育園長

女性教室は９月17日にＨＯＺホールで開かれました。
県北青少年の家の今川晋指導員による、青少年の家の事業
内容やニュースポーツの楽しみ方について講話が行われま
した。
　参加した９人は、シャッフルボードやニチレクボールな
どのニュースポーツに挑戦。元気な声が広がり、ニュース
ポーツ体験を通して、体と心の気分転換をしました。ニチレクボールについて説明する今川さん㊨

むらのわだいむらのわだい －－ Kunohe's TopicsKunohe's Topics－－

動で体も心も元気に
女性教室「ニュースポーツ」運運

災意識向上目指して
戸田保育園長が受賞防防

力を伝える術学ぶ
村ＰＲ戦略研究会魅魅

通安全活動を評価
交通功労者表彰交交
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み ん な の 広 場
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田
村　

畦
畔

赤
い
羽
根
胸
に
希
望
の
新
総
理

香
を
放
つ
育
て
し
菊
を
仏
壇
に

間
引
菜
は
冷
凍
保
存
我
が
家
流

ひ
ら
ひ
ら
と
花
を
探
し
て
秋
の
蝶

来
年
を
心
に
描
き
種
を
採
る

渡　

赤
藤

秋
深
し
農
家
は
徐
々
に
畑
仕
舞
い

早
朝
が
一
番
と
決
め
栗
拾
う

赤
い
羽
根
帽
子
に
つ
け
て
行
く
も
あ
り

秋
時
雨
カ
サ
も
持
た
ず
に
一
時
間

冬
部　

雪
女

赤
い
羽
根
募
金
を
つ
の
る
班
長
さ
ん

土
に
句
に
余
生
の
ゆ
と
り
菊
日
和

揃
い
て
も
三
人
家
族
栗
御
飯

い
わ
し
焼
き
つ
ま
し
き
老
の
厨
事

菅
野　

岑
子

一
時
の
清
し
さ
に
咲
く
沙し

ゃ

ら羅
の
花

七
夕
や
星
と
な
り
た
る
友
送
る

長
ら
へ
て
辛
き
別
れ
や
半
夏
生

ひ
と
つ
づ
つ
殖
え
ゆ
く
星
を
見
て
端
居

そ
こ
そ
こ
の
暮
し
の
庭
や
花
十
薬

高
島
ふ
み
女

突
く
杖
も
五
体
の
一
つ
秋
深
し

隣
人
愛
善
意
を
胸
に
赤
い
羽
根

み
ど
り
児
を
抱
か
し
て
貰
う
菊
日
和

肌
寒
し
コ
ロ
ナ
死
世
界
で
百
万
人

節
く
れ
は
昭
和
の
誉
年
寄
の
日

舘
村　

青
村

代
は
移
り
令
和
の
御
代
や
菊
日
和

露
と
消
ゆ
「
九
戸
の
乱
」
の
悲
惨
か
な

敵
陣
に
散
っ
た
無
念
の
政
実
忌

朝
霧
の
烟け

む

る
鎮
守
や
村
役
場

【
九
月
席
題
詠
よ
り
】

秋
風
や
日
増
し
に
殖
え
し
備
忘
録　
　

（
ふ
み
女
）

豊
の
秋
心
貧
し
き
人
の
居
て

山
国
も
人
の
忙せ

し
く
豊
の
秋　
　
　
　

（
畦　

畔
）

草
取
り
を
終
え
て
戻
れ
ば
ほ
め
る
妻

秋
雨
や
我
が
家
休
日
村
静
か　
　
　
　

（
赤　

藤
）

風
も
な
く
村
は
静
か
な
豊
の
秋

誉
め
言
葉
素
直
に
受
け
し
敬
老
日　
　

（
雪　

女
）

野
の
風
に
万
歩
を
満
た
す
豊
の
秋

お
互
い
に
誉
め
て
誉
め
ら
れ
九
月
句
座
（
青　

村
）

月
見
酒
政
実
殿
と
酌
み
交
わ
す

む
ら
の
文
芸

第
３
９
０
回

第
３
９
０
回

く
の
へ
俳
句
会

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

新採用職員紹介
【
配
属
課
】
農
林
建
設
課
地
域
整
備
班

【
出
身
地
】
静
岡
県
浜
松
市

【
抱
　
負
】
地
元
で
は
な
い
の
で
、
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

伊
いとう

藤 通
みちひと

仁（37）

瀬
せがわ

川 友
ゆうき

樹（30）

【
配
属
課
】
総
務
企
画
課
庶
務
財
政
班

【
出
身
地
】
青
森
県
八
戸
市

【
抱
　
負
】
九
戸
村
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
せきぐち

口 麻
ま き

輝（26）

【
配
属
課
】
総
務
企
画
課
地
域
振
興
班

【
出
身
地
】
兵
庫
県
三
田
市

【
抱
　
負
】
ま
だ
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
新
参

者
で
す
が
、
日
々
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

18

み
ん
な
が
気
に
な
る
認
知
症
の
こ
と

☆
早
期
発
見
・
早
期
受
診
が
大
切

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る

２
０
２
５
年
に
は
、
65
歳
以
上
の
５
人
に

１
人
が
認
知
症
も
し
く
は
そ
の
予
備
軍
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
特

別
な
病
気
で
は
な
く
、
と
て
も
身
近
な
病

気
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
身
近
な
人
な

ど
で
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
、
ぜ
ひ

一
度
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

理
由
は
次
の
４
つ
で
す
。

①
別
の
病
気
に
よ
っ
て
認
知
症
に
似
た

症
状
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
早
め
に
診
断
・
治
療
す
る

こ
と
で
治
癒
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
認
知
症
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
と
な
る

病
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
病
気
に
よ
っ

て
治
療
方
法
や
介
護
方
法
が
異
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
病
気
を
特
定（
診
断
）

す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

③
早
期
に
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、

適
切
な
薬
を
使
用
す
る
こ
と
で
進
行
を

遅
ら
せ
た
り
、
症
状
を
軽
減
で
き
た
り

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

④
き
ち
ん
と
診
断
す
る
こ
と
に
よ
り
、

認
知
症
で
は
な
い
場
合
は
安
心
に
つ
な

が
り
ま
す
。
も
し
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て

も
、
ご
本
人
と
ご
家
族
に
心
構
え
が
で
き
、

こ
れ
か
ら
の
対
応
を
準
備
で
き
ま
す
。

☆
認
知
症
早
期
発
見
の
目
安

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
が
作
成
し
た

「
家
族
が
作
っ
た
認
知
症
早
期
発
見
の
目

安
」
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
物
忘
れ
が
ひ
ど
い

・
今
切
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
電
話
の
相
手

の
名
前
を
忘
れ
る

・
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
う
、
問
う
、
す
る

・
し
ま
い
忘
れ
、
置
き
忘
れ
が
増
え
、
い
つ

も
探
し
物
を
し
て
い
る

・
財
布
や
通
帳
、
衣
類
な
ど
を
盗
ま
れ
た
と

人
を
疑
う

◆
理
解
力
が
衰
え
る

・
料
理
、
片
付
け
、
計
算
、
運
転
な
ど
の
ミ

ス
が
多
く
な
っ
た

・
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い

・
話
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い

・
テ
レ
ビ
番
組
の
内
容
が
理
解
で
き
な
く

な
っ
た

◆
時
間
・
場
所
が
分
か
ら
な
い

・
約
束
の
日
時
や
場
所
を
間
違
え
る
よ
う
に

な
っ
た

・
慣
れ
た
道
で
も
迷
う
こ
と
が
あ
る

◆
人
柄
が
変
わ
る

・
些
細
な
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た

・
周
り
へ
の
気
遣
い
が
な
く
な
り
、
頑
固
に

な
っ
た

・
自
分
の
失
敗
を
人
の
せ
い
に
す
る

・「
こ
の
ご
ろ
様
子
が
お
か
し
い
」
と
周
囲

か
ら
言
わ
れ
た

◆
不
安
感
が
強
い

・
一
人
に
な
る
と
怖
が
っ
た
り
、
寂
し
が
っ

た
り
す
る

・
外
出
時
、
持
ち
物
を
何
度
も
確
か
め
る

・「
頭
が
変
に
な
っ
た
」
と
訴
え
る

◆
意
欲
が
な
く
な
る

・
下
着
を
替
え
ず
、
身
だ
し
な
み
を
構
わ
な

く
な
っ
た

・
趣
味
や
好
き
な
テ
レ
ビ
番
組
に
興
味
を
示

さ
な
く
な
っ
た

・
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
何
を
す
る
の
も
お
っ
く
う

が
り
、
嫌
が
る

☆
受
診
す
る
と
き
は

　
本
村
に
お
け
る
認
知
症
の
初
期
診
断
は
、

一
戸
病
院
の
「
も
の
わ
す
れ
外
来
」
が
一

番
近
医
で
す
。
最
近
は
か
な
り
浸
透
し
て

お
り
、
受
診
し
て
い
る
人
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

受
診
時
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
伝

え
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

・
い
つ
ご
ろ
か
ら
異
変
を
感
じ
た
か
。
気
づ

い
た
き
っ
か
け
は
何
か

・
以
前
と
比
べ
て
変
わ
っ
た
こ
と
、
で
き

な
く
な
っ
た
こ
と

・
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か

・
以
前
か
か
っ
た
病
気
や
治
療
中
の
病

気
、
現
在
服
用
し
て
い
る
薬　
な
ど

☆
受
診
を
す
す
め
る
コ
ツ

　

本
人
は
病
気
だ
と
い
う
意
識
が
薄
い

の
が
認
知
症
の
特
徴
の
一
つ
に
あ
り
ま

す
。
本
人
が
受
診
を
い
や
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
無
理
強
い
せ
ず
、

次
の
よ
う
に
対
応
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
な
ど
、
本
人
が

信
頼
し
て
い
る
人
の
す
す
め
だ
と
素
直

に
聞
い
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
高
齢
に
な
る
と
誰
も
が
受
診
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。「
父
さ
ん
く

ら
い
の
歳
な
ら
み
ん
な
受
け
て
い
る
そ

う
だ
よ
」
な
ど
。

・
妻
（
夫
）
の
付
き
添
い
で
つ
い
で
に
受

診
す
る
、「
一
緒
に
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
よ

う
」
と
誘
う
な
ど
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
は
、
誰
も
が
な
り
う
る
身
近

な
病
気
で
す
。「
あ
れ
？
」と
思
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
た
め
ら
わ
ず
に
で
き
る
だ
け
早
く

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
で
き
る

限
り
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く
カ
ギ

に
な
り
ま
す
。（
保
健
師　
河
村　
侑
乃
）
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休 館 日／年末年始

❖ 今月のお薦め図書 九戸の魅力を全世界へ！
魅せるんジャー通信

Vol.1
　令和２年９月、九戸宣隊★魅せるんジャーが
結成されました。若い力で九戸村の魅力を村内
外のみならず、全世界に発信していきます！

話すチカラ
齊藤 孝・安住 紳一郎 著／ダイヤモンド社

大名倒産
朝田 次郎 著／文藝春秋

　隠居の父が企むの
は、前代未聞の計画
倒産。そうとは知ら
ない後を継いだ若旦
那に次から次へと難
題が降りかかり、あ
げくには貧乏神まで
とりついてしまった
から、さあ大変！！

　偶然、手にいれた絵
本。話の続きが知りた
くてたまらないオオカ
ミ。だけど、オオカ
ミは字が読めない！誰
かに読んでもらいたい
けど、オオカミが怖く
て誰も読んでくれない
…。

このほんよんでくれ！
ベネディクト・カルボネリ　作／クレヨンハウス

　女性初の都知事であ
り、女性初の総理候補と
される小池百合子。
　「芦屋令嬢」破天荒な
父親、謎多きカイロ大学
時代。キャスターから政
治の道へ男性社会の中で
権力の頂点を目指す彼女
は一体何者なのか？

女帝  小池百合子
石井 妙子 著／文藝春秋

　話し方のツボがすべて
わかる！
　齊藤孝先生と安住紳一
郎アナウンサーは明治大
学時代の師弟関係。今や
日本屈指の話し手となっ
た２人が「話すチカラ」
について縦横無尽に語り
尽くす。

　

９
月
22
日
に
道
の
駅
お
り
つ

め
「
オ
ド
デ
館
」
と
伊
保
内
高
校

で
、
利
用
者
を
対
象
と
し
た
満

足
度
調
査
を
実
施
。
２
時
間
で

１
６
８
人
か
ら
回
答
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
別
に
み
る
と
、「
村
内
」

の
利
用
者
が
42
・
３
％
と
一
番
多

く
、
２
番
目
が
「
県
内
」
の
36
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
外
か

ら
は
、
北
海
道
か
ら
愛
媛
県
ま
で

全
国
か
ら
訪
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。【
図
１
】
ま
た
、

利
用
頻
度
は
、「
月
に
数
回
」
利

用
す
る
人
が
多
く
（
36
・
9
％
）、

次
い
で「
年
に
数
回
」（
19・６
％
）、

初
め
て
の
人
（
14
・
９
％
）
と
続

き
ま
す
。【
図
２
】

　

最
後
に
満
足
度
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
満
足
」
と
回
答
し
た
人

が
全
体
の
39・９
％
、「
や
や
満
足
」

と
答
え
た
人
が
35
・
１
％
と
満
足

度
が
高
い
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

【
図
３
】

（
中
澤
な
な
み
・
山
下
結ゆ
め愛
）

地域別
【図１】

村内
（42.3%）

県内
（36.3%）

県外
（16.7%）

未回答（4.8%）

利用頻度
【図２】

満足度
【図３】

月に数回
（36.9%）

年に数回
（19.6%）

初めて
（14.9%）

その他
（28.5%）

満足
（39.9%）

やや満足
（35.1%）

やや満足
（35.1%）

未回答
（8.3%）どちらとも

いえない
（15.5%）

●

若
者
が
来
た
く
な
る
よ
う
な

カ
フ
ェ
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
な
ど

を
併
設
し
て
ほ
し
い（
10
代
女
性
）

●

高
齢
者
に
取
り
や
す
い
よ
う

に
商
品
を
置
く
高
さ
を
考
え
て

ほ
し
い
（
10
代
・
男
性
）

●

子
ど
も
が
遊
べ
る
場
所
や
遊

具
が
あ
れ
ば
い
い
（
40
代・男
性
）

●

営
業
時
間
が
午
後
７
時
ま
で

で
嬉
し
い
（
60
代
以
上
）

●

駐
車
場
が
少
な
い
・
歩
行
者

が
危
な
い
（
50
代
・
男
性
）

●

農
産
品
な
ど
多
く
そ
ろ
え
て

ほ
し
い
（
60
代
以
上
・
女
性
）

●

通
路
が
狭
く
車
い
す
な
ど
が

通
れ
な
い
（
30
代
女
性
）

利
用
者
の
意
見
・
要
望

は、前代未聞の計画
倒産。そうとは知ら
ない後を継いだ若旦
那に次から次へと難
題が降りかかり、あ
げくには貧乏神まで

から、さあ大変！！

不満
（1.2%）



み
ん
な
の
健
康

㉄
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

20

㉄
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
１
２

　
「
血
糖
」
と
は
血
液
中
に
含
ま
れ
る
ブ

ド
ウ
糖
の
こ
と
で
、「
血
糖
値
」
は
そ
の

濃
度
で
す
。
こ
の
血
糖
値
が
高
い
状
態

が
続
く
と
、
糖
尿
病
に
な
っ
た
り
、
全

身
の
血
管
が
傷
つ
い
て
動
脈
硬
化
（
血

管
が
古
い
ホ
ー
ス
の
よ
う
に
弾
力
が
な

く
な
り
、
も
ろ
く
な
る
状
態
）
と
な
り

ま
す
。

■
高
血
糖
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

❖
そ
の
１

　
「
糖
質
」
は
極
端
に
減
ら
さ
な
い
。　

パ
ン
・
麺
類
・
ご
は
ん
に
多
く
含
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
極
端
に
減
ら
し
て
し
ま

う
人
が
い
ま
す
。
糖
質
が
ま
っ
た
く
な

い
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
確
保
で
き
ず
、

力
が
わ
き
ま
せ
ん
。
脳
の
大
事
な
栄
養

源
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
主
食
は
適
度

に
と
り
な
が
ら
、
お
か
ず
も
し
っ
か
り

と
り
ま
し
ょ
う
。

❖
そ
の
２

　

①
野
菜
②
た
ん
ぱ
く
質
③
炭
水
化
物

の
順
に
よ
く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
ま

し
ょ
う
。（
唾
液
と
食
べ
物
が
し
っ
か
り

混
ざ
る
と
良
い
で
す
よ
）

　
最
初
に
野
菜
の
お
か
ず
、
次
に
肉・魚・

卵
・
豆
腐
な
ど
を
先
に
食
べ
、
そ
れ
か

﹁
高
血
糖
﹂
に
気
を
つ
け
よ
う
！

ら
ご
は
ん
を
食
べ
始
め
ま
し
ょ
う
。
急

激
な
血
糖
値
の
上
昇
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

❖
そ
の
３

　

菓
子
パ
ン
や
甘
い
飲
み
物
だ
け
を
食

事
に
し
な
い
。
血
糖
が
高
い
状
態
が
続

く
上
に
、
体
に
必
要
な
栄
養
素
が
取
れ

ず
、
体
の
免
疫
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
体
を
つ
く
る
材
料
に
な
る
「
た

ん
ぱ
く
質
」
や
「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
も
と

れ
ず
、
筋
力
低
下
を
招
き
、
転
倒
し
骨

折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

❖
そ
の
４

　

食
後
に
軽
い
運
動
を
す
る
。
ブ
ド
ウ

糖
は
体
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な

る
の
で
、
運
動
す
る
こ
と
で
血
糖
値
が

下
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
ご
は
ん
を
食
べ

た
後
、
血
糖
値
が
高
く
な
っ
て
い
る
と

き
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
軽
い
筋
ト
レ
、

家
事
、
ま
た
、
い
す
に
座
れ
ば
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
、
足
を
水
平
に
伸
ば
し
た

り
下
ろ
し
た
り
で
き
ま
す
。
無
理
な
く

血
糖
を
下
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か

ら
、
冬
を
迎
え
ま
す
が
、
血
糖
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
体
を
冷
や
さ
ず
、
元
気

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（
栄
養
士　
高
見
舘
ハ
ス
ミ
）

特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

■
特
定
保
健
指
導
と
は

　

特
定
健
診
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
が
現
れ
は
じ
め
た
、

ま
た
は
高
く
な
っ
て
き
た
と
判
断
さ
れ

た
人
に
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
も
ら

う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
な
ど
の
専
門
家
か
ら
支

援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
特
定
保
健
指
導
の
受
け
方

①
特
定
保
健
指
導
の
案
内
が
届
く

　

対
象
に
な
っ
た
人
へ
通
知
を
送
り
ま

す
。
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

⇦

②
予
約
す
る

　

電
話
な
ど
で
特
定
保
健
指
導
を
申
し

込
み
ま
す
。

　
　
　
　
　

⇦

③
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
と
の
面
接
で
、

生
活
習
慣
の
改
善
計
画
と
目
標
を
立
て

ま
す
。

　
　
　
　
　

⇦

④
成
果
の
評
価
を
す
る

　

６
カ
月
後
に
、
健
康
状
態
や
生
活
習

慣
を
確
認
し
ま
す
。

■
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

健
康
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
受

け
な
く
て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

今
は
元
気
で
も
、
体
は
毎
日
少
し

ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
変
化
に
気
付
け
れ
ば
、
少
し
の
努
力

で
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。
早
め
の
対

処
が
肝
心
で
す
。

Ｑ　

忙
し
く
て
受
け
る
時
間
が
あ
り
ま

せ
ん
。

Ａ　
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、も
っ

と
時
間
と
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
早
く

異
常
に
気
付
い
た
り
、
悪
い
生
活
習
慣

を
改
善
し
た
り
す
る
方
が
お
得
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
が
で
き
れ
ば
、

あ
な
た
の
健
康
を
守
り
、
医
療
費
や
通
院

に
か
か
る
時
間
を
節
約
で
き
ま
す
。
特

定
保
健
指
導
で
よ
い
生
活
習
慣
を
身
に

付
け
、
毎
日
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

（
国
保
担
当　
鳥
谷
部　
真
利
子
）



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42
・
２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23
・
４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42
・
３
１
１
９
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村内の交通事故（９月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 －１件
物損事故 0 件 29 件 － 25 件
負 傷 者 0 人 0 人 －１人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ＋１人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 872日
（９月30日現在）

悪
質
商
法
に
気
を
つ
け
て
！

村内の火災・救急（９月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 3 件 ＋１件
救 急 25 件 157 件 － 33 件

そ
の
火
事
を
防
ぐ
あ
な
た
に
金
メ
ダ
ル

　
11
月
９
日
（
月
）
か
ら
15
日
（
日
）

ま
で
、
全
国
一
斉
に
秋
季
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
気
温

も
低
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
も
増
え
て
き
ま

す
。

　

身
の
回
り
を
も
う
一
度
点
検
し
、

一
人
一
人
が
火
災
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
に
収

め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
、
そ
の
年
の
課
税
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
令
和
２
年
中
に

納
付
し
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
、「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
対
象

者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
９
月
ま
で
に
保
険
料
を
支
払
っ
た
人

に
は
11
月
上
旬
か
ら
発
送

国
民
年
金
保
険
料
は
税
額
控
除
の
対
象

■
10
月
か
ら
12
月
の
間
に
保
険
料
を
納

め
た
方
に
は
来
年
２
月
上
旬
か
ら
発
送

　

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
大
切
に

保
管
し
、
所
得
税
の
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ご

家
族
の
負
担
す
べ
き
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
場
合
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
制
度
は
、
老
後
や
不
慮
の

事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味

方
と
な
る
制
度
で
す
。

■
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

　

最
近
、
訪
問
販
売
や
訪
問
買
い
取
り

業
者
に
絡
む
ト
ラ
ブ
ル
や
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
安
易
に
対
応
せ
ず
必

要
の
な
い
場
合
に
は
、
は
っ
き
り
断
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

■
こ
こ
に
注
意
！

　

訪
問
販
売
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
次

の
こ
と
は
違
反
行
為
で
す
の
で
、
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

⃝

名
前
や
会
社
名
を
言
わ
な
い

⃝

断
っ
て
も
し
つ
こ
く
帰
ら
な
い

⃝

領
収
書
・
契
約
書
を
交
付
し
な
い

⃝

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
説
明
を
し
な
い

⃝

事
前
の
電
話
と
話
が
違
う

訪
問
販
売
・
買
い
取
り
ト
ラ
ブ
ル

■
子
ど
も
を
守
れ

　

監
護
・
養
育
す
る
18
歳
未
満
の
児
童

に
対
し
、
暴
力
を
振
る
っ
た
り
、
監
護

を
放
棄
し
た
り
、
暴
言
を
吐
い
た
り
す

児
童
虐
待
の
防
止

る
こ
と
は
、
児
童
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。

　

昨
年
、
県
警
察
が
児
童
虐
待
で
児
童

相
談
所
に
通
告
し
た
児
童
数
は
、
の
べ

７
６
８
人
で
、
過
去
最
高
で
し
た
。

■
迷
わ
ず
通
報
を

　

あ
な
た
の
周
り
に
こ
の
よ
う
な
子
ど

も
は
い
ま
せ
ん
か
？

⃝

体
に
不
自
然
な
傷
が
多
い

⃝

家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

⃝

い
つ
も
空
腹
に
し
て
い
る

⃝

子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
る

⃝

い
つ
も
大
人
の
怒
鳴
り
声
が
す
る

　　
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、

虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
迷
わ
ず
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 11月２日㊊ 11月９日㊊ 11月16日㊊
空 き 缶 11月17日㊋ 11月24日㊋ 11月30日㊊
粗 大 ご み 11月10日㊋
紙・プラ類 11月12日㊍ 11月18日㊌ 11月26日㊍

ごみ収集日 11 月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

11 ８ かわさきクリニック 26-9900 11 ８ ますだ歯科クリニック 26-8282

15 千葉耳鼻咽喉科医院 26-8133 15 菅原歯科医院 27-3301

22 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 22 渡辺歯科医院 23-2052

23 浄法寺診療所 38-2021 23 窪島歯科医院 23-2425

29 松井内科医院 33-2201 29 國香歯科医院（石切所）23-2764

  健診と予防接種
定期的・適切に

　乳幼児の予防接種を遅らせると、
免疫がつくのが遅れ、重い感染症
になるリスクが高まります。また、
生活習慣病やがんの早期発見には、
定期的な健診と適切な受診が重要
です。健康が気になる今だからこ
そ、かかりつけ医に早めに相談し、
健診は予定どおり受けましょう。
□かかりつけ医への相談
□乳幼児健診・予防接種
□生活習慣病の健診・受診
□がん検診
■問い合わせ　住民生活課保健衛
生班（☎42-2111）

  就農希望者などの
相談会開催します

　農業に興味・関心のある人へ、
新たに農業を始めるにあたっての
情報を提供し、個別の相談に応じ
ます。
　参加を希望する人は、次の問い
合わせ先まで連絡ください。
■対象者　九戸村での就農を希望
する人、農業に興味や関心のある
人、農家の後継者など
■日時　11月25日（水）
　　　　午前10時～午後２時
■場所　村山村開発センター１階
　　　　産業振興研修室
■申込締切　11月19日（木）
■問い合わせ　農林建設課農地農
政班（☎42-2111内線243）   上町駐車場トイレ

下水道工事を実施
　上町駐車場トイレ公共下水道接
続工事を次のとおり行います。
　工事期間中はトイレを使用する
ことができませんので、仮設トイ
レを利用ください。また、隣接す
る駐車場も利用できなくなります。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理
解のほどよろしくお願いします。
■期間　11月 16日（月）～ 12
月28日（月）
■問い合わせ　総務企画課地域振
興班（☎42-2111内線172）

ー　お詫び　ー
◆広報くのへ10月号５㌻の「村
のご長寿さん紹介」の記事で、藤
川コヨさんをご紹介しましたが、
７月にご逝去されておりました。
ご親族および関係者の方々にお詫
び申し上げます。

  税に関する習字
作品展示を開催

　「暮らしを支える税」をテーマと
した「税を考える習慣」（11月11
日～17日）の行事として、小・中
学生から募集した「税に関する習
字」の作品展を開催します。
■日時・場所
【全作品展示】　
●11月10日（火）～23日（月）
●二戸ショッピングセンターニコア
【村内作品のみ】
●11月28日（土）～12月8日（火）
●九戸村役場
■問い合わせ　二戸税務署総務課
総務係（☎23-2701）
※自動音声案内で「２」を選択し
　てください
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人のうごき人のうごき
（令和２年 10 月１日現在）

●人　口　　  ５，６３３ 人　  （－９）

　　男　　　    ２，７０８ 人  　（－６）

　　女　　　    ２，９２５ 人　  （－３）

●世帯数　　  ２，１８０ 世帯　（＋２）
　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　２ 人  　（７４人）

　 転　 出 　 　　４ 人 　 （９８人）

　 出　 生　　 　　１ 人  　（１０人）

　 死　 亡　　　 　８ 人  　（６０人）
（カッコ内は１月からの累計）

  農地・農業用施設
災害復旧費を補助

　令和２年７月豪雨により、農地
（田・畑）や農業用施設（ため池、
頭首工、水路、農道、揚水機など）
が被災した場合、国の災害復旧の
対象とならない、小規模な災害復
旧工事について、村単独事業とし
て費用の７割を補助します。
■補助を受けるために
　村内に住所を置く土木業者から
見積書をとる必要があります。た
だし、補助対象は、40万円未満の
災害復旧工事となります。
■手続きに必要なもの
①土木業者が見積もりした災害復
　旧費の見積書
②通帳・印鑑
■申込期限
　12月28日（月）
■申し込み・問い合わせ
　農林建設課農地農政班（☎42-
2111内線242）

　ヨガ教室について、参加者
を募集します。気軽に参加で
きるので、連絡お待ちしてい
ます。
■日時　第２・第４木曜日　
　　　　午後７時～午後８時
■場所　ＨＯＺホール
■持ち物　ヨガマット、飲料水
■問い合わせ　代表：尾友則
子（☎42-2170）
※個人の電話ですので、お間違
　えないようにお願いします

ヨガ教室参加者募集  

  自衛官各種学生
採用試験を実施

【陸上自衛隊高等工科学校生徒】
■資格
【推薦】男子で中卒（見込み含む）
17歳未満の成績優秀かつ生徒会活
動などに顕著な実績を修め、学校
長が推薦できる人
【一般】男子で中卒（見込み含む）
17歳未満の人
■受付期間
　11月1日（日）～30日（月）
■申し込み・問い合わせ
●総務企画課庶務財政班（☎42-
2111内線168）
●自衛隊岩手地方協力本部二戸地
域事務所（☎23-2529）

  学校の公開期間
本年度は自粛を

　11月２日（月）～20日（金）
までを「村民に学校を公開する期
間」としていましたが、コロナウ
イルス感染症拡大防止の観点から、
関係する方以外の村民の皆さまの
参観の自粛をお願いします。
■問い合わせ　教育委員会教育総
務班（☎42-2111内線302）

編集後記
◆２～７㌻で紹介した「オブチキ感
謝祭」。10月 29日の鶏肉の日から
11月 15日まで開催されます。◆小
笠原菓子舗さんとおりつめ工房さん
の新商品や、村内13の飲食店のチ
キン料理を食べることができます。
◆数ある肉の中で、鶏肉が一番好
きな私。鶏肉の美味しさを再確認で
きる２週間になりそうです。（前川）
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背中のかごをめがけて大ジャンプ‼

障害物を物ともせず走る園児親子で触れ合ったダンス「ね」

2424

　

年
長
児
親
子
運
動
会
は
、
10

月
10
日
に
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も

園
で
開
催
さ
れ
、
村
内
３
園
か

ら
年
長
児
37
人
と
そ
の
保
護
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ち
び
っ
こ

消
防
隊
に
よ
る
、
火
の
用
心
の

誓
い
の
言
葉
や
ダ
ン
ス
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
下

條
道
華か
の
ん音
ち
ゃ
ん
（
６
）
と
櫻

庭
心こ
こ
み海
ち
ゃ
ん
（
同
）
が
明
る

い
声
で
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
ゲ
ー
ム
や
リ
レ
ー
な

ど
６
種
目
を
、
各
園
混
合
で
２

チ
ー
ム
に
分
か
れ
行
い
ま
し

た
。
障
害
物
競
争
で
は
、
ハ
ー

ド
ル
や
タ
イ
ヤ
な
ど
４
つ
の
障

害
物
を
も
の
と
も
せ
ず
、
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
今
回
の
玉
入
れ
は
、
大
人
が

か
ご
を
背
負
っ
て
走
り
、
そ
れ

を
園
児
が
追
い
か
け
て
玉
を
入

れ
て
い
く
と
い
う
も
の
。
１
個

差
で
勝
敗
が
決
ま
る
な
ど
、
接

戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
に
参
加
し
た
柳
平
蒼あ
い
と心

君
（
６
）
は
「
リ
レ
ー
や
ダ
ン

ス
な
ど
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
と
元
気
に
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
父
親
の
和
也
さ
ん
（
29
）

は
、「
子
ど
も
が
一
生
懸
命
に

な
っ
て
い
る
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
」
と
我
が
子

の
成
長
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
例
年
よ
り
４
カ
月

遅
い
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

園
児
た
ち
は
元
気
よ
く
競
技
に

取
り
組
み
、
園
庭
に
は
歓
声
が

こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

年
長
児
親
子
運
動
会

コ
ロ
ナ
禍
で
も
元
気
に

コ
ロ
ナ
禍
で
も
元
気
に

園
庭
に
歓
声
こ
だ
ま
す

園
庭
に
歓
声
こ
だ
ま
す




